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議会構成が決まりました新
就任のごあいさつ

第８代湖南市議会議長

松　原　栄　樹

　昨年秋の市議会議員選挙後の臨時会におい

て、再び議長に選出され、就任させていただき

ました。

　地方自治体は、首長と議員を市民が直接選ぶ

二元代表制であり、その一翼を担う議会とし

て、常に市民の目線に立って行政の施策を厳正

にチェックし、真摯な議論を重ねながら、市民

福祉の向上と地域社会の発展のため誠心誠意努

力してまいります。

　そして、この湖南市が、誰もが住んでよかっ

たと感じられるまちとなるよう、しっかりと将

来を見据えたまちづくりに行政とともに取り組

み、そのことが市議会全体の成長にも繋がるよ

う頑張ります。

　結びになりましたが、市民皆様のご健勝とご

多幸をお祈りいたしますとともに、ご指導ご鞭

撻の程、お願い申し上げます。

第８代湖南市議会副議長

加　藤　貞一郎

　この度、11月議会臨時会において、副議長の

重責を担うこととなりました。私自身、議員と

してその経験も浅く、また、浅学菲才の身、そ

の器でないことはよく承知いたしております

が、推選頂いた以上、その職責を全うする覚悟

でございます。そうした中、二元代表制の一翼

を担う市議会が果たす役割も一層大きくなって

おり、分立・対等の立場にある議会の役割・機

能を最大限に発揮し、市民に開かれた議会をめ

ざすため全力で取り組んでまいります。

　市民の皆様方には今後とも、なお一層の御支

援、御協力を賜りますとともに、本市のさらな

る発展を祈念申し上げまして、就任の挨拶とさ

せていただきます。
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各委員会 ◎は委員長、○は副委員長

【議会運営委員会】
後列左から：立入善治・植中都・菅沼利紀・加藤貞一郎・望月卓
前列左から：◎森淳・○桑原田美知子

所管事項
　議会の運営に関する事項、議会の会議規則、委員会に関する条例等に
関する事項、議長の諮問に関する事項

【総務常任委員会】
後列左から：小林義典・赤祖父裕美・大⻆道雄
前列左から：◎望月卓・○上野顕介

所管事項
　総合政策部（総合教育会議及び新エネルギー・再生可能エネルギーの推
進に関する事項を除く。）、総務部（環境衛生、環境保全及び廃棄物処理に
関する事項を除く。）、出納局、議会事務局、選挙管理委員会、公平委員会
及び監査委員の所管に関する事項。他の常任委員会の所管に属しない事項

【産業経済常任委員会】
後列左から：植中都・桑原田美知子・堀田繁樹・大島正秀
前列左から：◎菅沼利紀・○松井圭子

所管事項
　建設経済部、上下水道事業所、農業委員会、総合政策部のうち新エネル
ギー・再生可能エネルギーの推進、総務部のうち環境衛生、環境保全及び
廃棄物処理に関する事項

【福祉教育常任委員会】
後列左から：森淳・加藤貞一郎・細川ゆかり・奥村幹郎
前列左から：◎立入善治・○藤川みゆき

所管事項
　健康福祉部、福祉事務所、教育委員会、総合政策部のうち総合教育
会議に関する事項

【議会改革推進特別委員会】
後列左から：立入善治・加藤貞一郎・桑原田美知子・望月卓
前列左から：◎植中都・○上野顕介

所管事項
　議会基本条例の具現化とその運用の検証検討を行うとともに議会活性化
に向け、さらに議会全般にわたる改革を行う。
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各種機関等
名　　称 委　　員（議員）

甲 賀 広 域 行 政 組 合 議 会 議 員 松原栄樹、松井圭子、加藤貞一郎、菅沼利紀、堀田繁樹
公 立 甲 賀 病 院 組 合 議 会 議 員 植中都、森淳、望月卓、桑原田美知子、上野顕介
監 査 委 員 望月卓
都 市 計 画 審 議 会 委 員 松原栄樹、加藤貞一郎
空 家 等 対 策 推 進 協 議 会 委 員 菅沼利紀

【議会広報委員会】
後列左から：赤祖父裕美・小林義典・細川ゆかり
前列左から：◎松井圭子・○堀田繁樹

所管事項
　湖南市議会の審議状況等を住民に知らせる情報媒体「湖南市議会
だより」を発行する。

【決算常任委員会】
後列左から：立入善治・菅沼利紀・細川ゆかり・加藤貞一郎
前列左から：森淳・◎植中都・○堀田繁樹・藤川みゆき

所管事項
　決算及びこれに関する事項

【庁舎整備特別委員会】
後列左から：松井圭子・赤祖父裕美・加藤貞一郎・細川ゆかり
前列左から：◎堀田繁樹・○菅沼利紀

所管事項
　庁舎整備及びその周辺の公共施設整備計画の調査

【予算常任委員会】
後列左から：松井圭子・奥村幹郎・上野顕介・大⻆道雄・大島正秀
前列左から：赤祖父裕美・◎桑原田美知子・○望月卓・小林義典

所管事項
　予算及びこれに関する事項
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分類 議　案　名　等 結果
補
正
予
算

平成29年度湖南市一般会計補正予算（第6号）
【歳入歳出】それぞれ2000万円を増額し、補正後の額
を226億3780万円とするもの。

◎
欠席1

そ

　
　
　
　
　
　の

　
　
　
　
　
　他

変更契約の締結について
湖南市立甲西中学校改築工事（建築工事）請負契約
の変更契約を次のとおり締結するもの。
契約金額【変更前】18億5399万2800円
　　　　　　　　【変更後】18億7253万4240円

○
欠席1

変更契約の締結について
湖南市立甲西中学校改築工事（電気設備工事）請負
契約の変更契約を次のとおり締結するもの。
契約金額【変更前】1億8213万120円
　　　　　　　　【変更後】1億8242万7120円

○
欠席1

変更契約の締結について
湖南市立甲西中学校改築工事（機械設備工事）請負
契約の変更契約を次のとおり締結するもの。
契約金額【変更前】2億6503万2千円
　　　　　　　　【変更後】2億6534万8440円

○
欠席1

指定管理者の指定について
湖南市浄苑および笹ケ谷霊園について、地方自治法
第244条の2第3項の規定による指定管理者を指定す
るもの。
【指定管理者】五輪・日本管財グループ代表者株式
会社五輪
【指定の期間】平成30年4月1日から平成35年3月31
日まで

◎
欠席1

指定管理者の指定について
湖南市湖國十二坊の森について、地方自治法第244
条の2第3項の規定による指定管理者を指定するも
の。
【指定管理者】一般社団法人湖南市観光協会
【指定の期間】平成30年4月1日から平成33年3月31
日まで

指定管理者の指定について
湖南市共同福祉施設について、地方自治法第244条
の2第3項の規定による指定管理者を指定するもの。
【指定管理者】湖南市商工会
【指定の期間】平成30年4月1日から平成33年3月31
日まで

指定管理者の指定について
湖南市立石部コミュニティセンターについて、地方自
治法第244条の2第3項の規定による指定管理者を指
定するもの。
【指定管理者】石部学区まちづくり協議会
【指定の期間】平成30年4月1日から平成33年3月31
日まで

指定管理者の指定について
湖南市立菩提寺コミュニティセンターについて、地方
自治法第244条の2第3項の規定による指定管理者を
指定するもの。
【指定管理者】菩提寺まちづくり協議会
【指定の期間】平成30年4月1日から平成35年3月31
日まで

指定管理者の指定について
湖南市三雲まちづくりセンターについて、地方自治法
第244条の2第3項の規定による指定管理者を指定す
るもの。
【指定管理者】三雲学区まちづくり協議会
【指定の期間】平成30年4月1日から平成35年3月31
日まで

分類 議　案　名　等 結果

条
例（
市
長
提
出
）

湖南市個人情報保護条例の一部を改正する条例の
制定について
個人情報の保護に関する法律及び行政手続における
特定の個人を識別するための番号の利用等に関する
法律の一部を改正する法律の施行に伴い、所要の改
正を行うもの。

◎
欠席1

湖南市税条例の一部を改正する条例の制定について
地方税法等の一部改正に伴い、所要の改正を行うもの。

◎
欠席1

湖南市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事
業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正
する条例の制定について
就学前の子どもに関する教育、保育等の総合的な提
供の推進に関する法律が一部改正されたことに伴い、
当該条例中の引用条文の条ずれを修正するため、所
要の改正を行うもの。

◎
欠席1

湖南市道路占用料徴収条例の一部を改正する条例
の制定について
道路法施行令の一部改正に伴い、道路占用料の改定
を行うもの。

◎
欠席1

湖南市甲西駅前広場条例の一部を改正する条例の
制定について
甲西駅前自転車駐車場の民営・有料化整備に伴い、
所要の改正を行うもの。

○
欠席1

湖南市湖國十二坊の森条例の一部を改正する条例
の制定について
十二坊温泉ゆららの施設内に、新たに岩盤浴施設の
設置及び別棟として体験工房の館を増築するため、
利用料金の設定を行うもの。

◎
欠席1

湖南市議会議員の議員報酬及び費用弁償に関する
条例及び湖南市特別職の職員の給与等に関する条
例の一部を改正する条例の制定について
国における指定職の期末手当の改定に準じて、議会
議員および特別職の期末手当の改定を行うもの。

◎
欠席1

湖南市職員の給与に関する条例及び湖南市一般職
の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正
する条例の制定について
人事院勧告に基づく国家公務員の給与改定等に準じ
て、職員の給与の改正を行うもの。

◎
欠席1

補

　正

　予

　算

平成29年度湖南市一般会計補正予算（第5号）
【歳入歳出】それぞれ2億3947万7千円を増額し、補
正後の額を226億1780万円とするもの。

○
欠席1

平成29年度湖南市国民健康保険特別会計補正予
算（第2号）
【歳入歳出】それぞれ236万円を増額し、補正後の額
を60億417万5千円とするもの。

◎
欠席1

平成29年度湖南市後期高齢者医療特別会計補正
予算（第2号）
【歳入歳出】それぞれ17万8千円を増額し、補正後の
額を4億5410万1千円とするもの。

◎
欠席1

平成29年度湖南市介護保険特別会計補正予算
（第2号）
【歳入歳出】それぞれ1180万2千円を増額し、補正後
の額を29億9564万8千円とするもの。

◎
欠席1

平成29年度湖南市下水道事業会計補正予算（第1
号）
【資本的収入】3060万円減額し、補正後の額を9億
3921万4千円とするもの。
【資本的支出】2830万円減額し、補正後の額を16億
4600万9千円とするもの。

◎
欠席1

12月議会定例会
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分類 議　案　名　等 結果

そ

　
　
　
　
　
　の

　
　
　
　
　
　他

指定管理者の指定について
湖南市柑子袋まちづくりセンターについて、地方自治
法第244条の2第3項の規定による指定管理者を指定
するもの。
【指定管理者】三雲学区まちづくり協議会
【指定の期間】平成30年4月1日から平成35年3月31
日まで

◎
欠席1

指定管理者の指定について
湖南市石部まちづくりセンターについて、地方自治法
第244条の2第3項の規定による指定管理者を指定す
るもの。
【指定管理者】石部学区まちづくり協議会
【指定の期間】平成30年4月1日から平成33年3月31
日まで

指定管理者の指定について
湖南市岩根まちづくりセンターについて、地方自治法
第244条の2第3項の規定による指定管理者を指定す
るもの。
【指定管理者】岩根まちづくり協議会
【指定の期間】平成30年4月1日から平成35年3月31
日まで

指定管理者の指定について
湖南市下田まちづくりセンターについて、地方自治法
第244条の2第3項の規定による指定管理者を指定す
るもの。
【指定管理者】下田学区まちづくり協議会
【指定の期間】平成30年4月1日から平成35年3月31
日まで

指定管理者の指定について
湖南市水戸まちづくりセンターについて、地方自治法
第244条の2第3項の規定による指定管理者を指定す
るもの。
【指定管理者】水戸学区まちづくり協議会
【指定の期間】平成30年4月1日から平成35年3月31
日まで

指定管理者の指定について
湖南市菩提寺まちづくりセンターについて、地方自治
法第244条の2第3項の規定による指定管理者を指定
するもの。
【指定管理者】菩提寺まちづくり協議会
【指定の期間】平成30年4月1日から平成35年3月31
日まで

指定管理者の指定について
湖南市菩提寺運動広場について、地方自治法第244
条の2第3項の規定による指定管理者を指定するもの。
【指定管理者】菩提寺まちづくり協議会
【指定の期間】平成30年4月1日から平成35年3月31
日まで

指定管理者の指定について
湖南市市民学習交流センターおよび湖南市田代ヶ池
テニスコートについて、地方自治法第244条の2第3項
の規定による指定管理者を指定するもの。
【指定管理者】水戸学区まちづくり協議会
【指定の期間】平成30年4月1日から平成35年3月31
日まで

指定管理者の指定について
湖南市社会福祉センターについて、地方自治法第
244条の2第3項の規定による指定者管理者を指定す
るもの。
【指定管理者】社会福祉法人湖南市社会福祉協議会
【指定の期間】平成30年4月1日から平成33年3月31
日まで

指定管理者の指定について
湖南市ふれあいの館について、地方自治法第244条の
2第3項の規定による指定管理者を指定するもの。
【指定管理者】社会福祉法人湖南市社会福祉協議会
【指定の期間】平成30年4月1日から平成35年3月31
日まで

分類 議　案　名　等 結果

そ

　
　
　
　
　
　の

　
　
　
　
　
　他

指定管理者の指定について
湖南市老人福祉センター関連施設（湖南市石部老人
福祉センターおよび湖南市石部軽運動場）について、
地方自治法第244条の2第3項の規定による指定管理
者を指定するもの。
【指定管理者】社会福祉法人湖南市社会福祉協議会
【指定の期間】平成30年4月1日から平成35年3月31
日まで

◎
欠席1

住居表示を実施する市街地の区域及び当該区域に
おける住居表示の方法を定めることについて
柑子袋地域の住所のわかりにくさを解消し、市民生活
の利便性を向上させるため、柑子袋地域の一部を対
象に街区方式により住居表示を実施するもの。

◎
欠席1

おうみ自治体クラウド協議会規約の変更に関する
協議につき議決を求めることについて
おうみ自治体クラウド協議会に米原市を加えるため、お
うみ自治体クラウド協議会規約を変更することにつき、
地方自治法第252条の6の規定に基づき、議会の議決
を求めるもの。

○
欠席1

公立甲賀病院組合規約の変更に関する協議につき
議決を求めることについて
平成31年4月1日をもって公立甲賀病院の経営形態
を現在の地方公営企業法一部適用から地方独立行
政法人に変更することに伴い、組合の共同処理する事
務等を変更することにつき、地方自治法第290条の規
定に基づき、議会の議決を求めるもの。

○
欠席1

市道路線の認定について
日枝土地区画整理事業（第2工区）新設路線の認定

◎
欠席1

意
見
書

巨額な県民負担となる国体施設整備費の削減を求
める意見書 ●

核兵器禁止条約への参加を求める意見書 ●

道路の整備促進を求める意見書 ◎

※◎全会一致で可決　○賛成多数で可決　●賛成少数で否決

※◎全会一致で承認・同意　　

分類 議　案　名　等 結果

そ

　
　
　の

　
　
　他

専決処分の承認を求めることについて（専決第3号
平成29年度湖南市一般会計補正予算（第3号））
9月28日に地方自治法第179条第1項の規定により
専決処分した平成29年度湖南市一般会計補正予算
（第3号）について報告し、承認を求める。
【歳入歳出】それぞれ3029万円を増額し、補正後の額
を223億3584万8千円とするもの。

◎
欠席1

専決処分の承認を求めることについて（専決第4号
平成29年度湖南市一般会計補正予算（第4号））
10月22日に地方自治法第179条第1項の規定により
専決処分した平成29年度湖南市一般会計補正予算
（第4号）について報告し、承認を求める。
【歳入歳出】それぞれ4247万5千円を増額し、補正後
の額を223億7832万3千円とするもの。

◎
欠席1

監査委員の選任につき同意を求めることについて
議会議員の新任期に伴い、議員のうちから選任する監
査委員を選任するにあたり、地方自治法第196条第1
項の規定により議会の同意を求める。

◎
欠席1

11月議会臨時会

湖南市議会だより 6



議案番号 件名

無所属の会
市民の力 誠心会 議会改革

ネットワーク
日本共産
党湖南市
議員団

湖南市
公明党
議員団

無会派

望

月

　

卓

堀
田
　
繁
樹

森

　

　

淳

奥
村
　
幹
郎

菅
沼
　
利
紀

上
野
　
顕
介

加
藤
　
貞
一
郎

小
林
　
義
典

植

中

　

都

赤
祖
父
　
裕
美

立
入
　
善
治

松
井
　
圭
子

桑
原
田
　
美
知
子

細
川
　
ゆ
か
り

藤
川
　
み
ゆ
き

大
島
　
正
秀

大
⻆
　
道
雄

議案第85号
湖南市甲西駅前広場条例の一部を改正す
る条例の制定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ● ○ ○ ○ ● ○

議案第87号
平成29年度湖南市一般会計補正予算（第
５号）

○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ● ●

議案第92号 変更契約の締結について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ● ○

議案第93号 変更契約の締結について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ● ○

議案第94号 変更契約の締結について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ● ○

議案第113号
おうみ自治体クラウド協議会規約の変更に
関する協議につき議決を求めることについて

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ● ○ ○ ○ ○ ○

議案第114号
公立甲賀病院組合規約の変更に関する協
議につき議決を求めることについて

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ● ○ ○ ○ ○ ●

意見書第5号
巨額な県民負担となる国体施設整備費の
削減を求める意見書

● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ●

意見書第6号 核兵器禁止条約への参加を求める意見書 ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ○

賛否が分かれた案件の審議結果一覧
※議長は裁決に加わりません　○：賛成　●：反対　欠：欠席

意
見
書

巨
額
な
県
民
負
担
と
な
る

国
体
施
設
整
備
費
の
削
減

を
求
め
る
意
見
書

滋
賀
県
は
、
２
０
２
４

年
に
予
定
し
て
い
る
国
体

に
む
け
て
施
設
整
備
を
進

め
て
い
ま
す
が
、
彦
根
市

の
主
会
場
の
整
備
や
県
立

体
育
館
の
移
転
・
新
築
に

お
よ
そ
３
０
０
億
円
。
計

画
の
全
体
が
決
ま
っ
て
い

る
わ
け
で
な
く
、
未
確
定

な
施
設
整
備
や
大
会
運
営

費
用
な
ど
も
含
め
れ
ば
、

総
額
で
６
０
０
億
円
に
の

ぼ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

主
会
場
に
つ
い
て
は
、

現
在
も
活
用
さ
れ
て
い
る

施
設（
陸
上
競
技
場
、
庭

球
場
、
プ
ー
ル
、
体
育
館
）

を
取
り
壊
し
て
新
た
に
建

設
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
体
の
開
催
費
用
が
ふ

く
ら
み
自
治
体
財
政
を
圧

迫
し
た
こ
と
か
ら
、
全
国

知
事
会
は
決
議（
平
成
14

年
）
を
上
げ
、
既
存
施
設

の
活
用
や
施
設
が
な
い
場

合
は
広
域
で
開
催
す
る
な

ど
、
国
体
の「
簡
素
・
効
率

化
」
が
進
め
ら
れ
て
き
ま

し
た
。
数
十
年
に
一
度
の

国
体
に
、
貴
重
な
税
金
を

費
や
す
の
で
は
な
く
、
社

会
保
障
や
子
育
て
支
援
の

拡
充
・
教
育
施
策
の
充
実
。

「
滋
賀
国
体
」
の
あ
り
方
と

無
駄
づ
か
い
を
抜
本
的
に

見
直
し
、
コ
ン
パ
ク
ト
な

「
滋
賀
国
体
」
の
開
催
を
求

め
た
意
見
書
で
す
。

賛
成
少
数
で
否
決

意
見
書

核
兵
器
禁
止
条
約
へ
の
参

加
を
求
め
る
意
見
書

趣
旨日

本
政
府
は
、
国
連
や

軍
縮
協
議
の
場
で
核
兵
器

の
な
い
世
界
の
実
現
の
た

め
に
役
割
を
果
た
す
と
、

繰
り
返
し
述
べ
て
い
る
に

も
関
わ
ら
ず
、
核
兵
器
禁

止
条
約
に
背
を
向
け
る
態

度
は
、
内
外
の
強
い
失
望

と
批
判
を
招
い
て
い
ま
す
。

核
兵
器
禁
止
条
約
に
参
加

す
る
こ
と
を
強
く
求
め
ま

す
。

賛
成
討
論

国
連
で
の「
核
兵
器
禁

止
条
約
」
の
採
択
、
Ｉ
Ｃ

Ａ
Ｎ
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞

の
受
賞
に
続
き
、
国
連
総

会
が
、
人
類
史
上
初
め
て

核
兵
器
の
使
用
や
威い

か

く嚇
な

ど
を
、
違
法
化
し
た
核
兵

器
禁
止
条
約
の
採
択
を
歓

迎
し
、
全
加
盟
国
に
早
期

の
署
名
・
批
准
を
呼
び
か

け
る
決
議
案
を
賛
成
多
数

で
採
択
し
ま
し
た
。
核
兵

器
禁
止
条
約
を
全
て
の
国

に
結
ぶ
こ
と
を
求
め
る

「
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
」

の
結
成
集
会
が
県
内
被
爆

者
や
武
村
正
義
・
國
松
善

次
元
滋
賀
県
知
事
を
は
じ

め
、
滋
賀
県
医
師
会
会
長

な
ど
、
多
く
の
方
が
よ
び

か
け
人
と
な
り
滋
賀
県
で

行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
平

成
17
年
８
月
湖
南
市
議
会

臨
時
会
で
、
議
員
提
案

の「
非
核
平
和
都
市
宣
言

に
関
す
る
決
議
」
が
全
会

一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

歴
代
の
先
輩
議
員
の
思
い

も
含
め
賛
成
と
し
ま
す
。

賛
成
少
数
で
否
決

湖南市議会だより7



管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

の
議
案
で
す
。「
指
定
管

理
者
候
補
者
選
定
委
員

会
」
よ
り
、
公
募
施
設
は

指
定
管
理
者
候
補
者
選
定

委
員
会
で
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
審
査
と
書

類
審
査
に
よ
る
評
価
点
を
、

非
公
募
施
設
は
湖
南
市
公

の
施
設
に
係
る
指
定
管
理

者
の
指
定
手
続
き
等
に
関

す
る
条
例
に
基
づ
い
て
審

査
し
、
そ
の
総
評
と
し
て
、

「
共
同
福
祉
施
設
他
16
施

設
に
つ
い
て
、
各
委
員
お

よ
び
そ
れ
ぞ
れ
の
所
管
課

の
意
見
を
参
考
に
、
各
施

設
に
応
募
が
あ
っ
た
団
体

か
ら
の
申
請
書
に
つ
い
て

書
類
審
査
を
実
施
し
た
結

果
、
全
て
の
施
設
に
つ
い

て「
可
」
と
判
断
い
た
し
ま

し
た
。」
と
意
見
を
戴
き
ま

し
た
。

議
案
95
号
か
ら
１
１
１

号
を
慎
重
に
一
括
審
査
し

ま
し
た
。

変
更
と
な
る
点
に
つ
い

て
は
、

議
案
第
96
号（
湖
南
市

湖
國
十
二
坊
の
森
）
は
、

改
修
工
事
に
よ
り
三
ヶ
月

間
休
館
す
る
。
改
修
効
果

を
検
証
す
る
こ
と
に
よ
り
、

現
行
５
年
間
の
指
定
管
理

期
間
を
３
年
間
と
し
て
い

る
。議

案
第
97
号（
湖
南
市

共
同
福
祉
施
設
）

議
案
第
98
号（
湖
南
市

立
石
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
）

議
案
第
１
０
２
号（
湖

南
市
石
部
ま
ち
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
）

議
案
第
１
０
９
号（
湖

南

市

社

会

福

祉

セ

ン

タ
ー
）
の
４
議
案
に
つ
い

て
は
、
平
成
29
年
度
、
平

成
30
年
度
の「
湖
南
市
複

合
庁
舎
整
備
基
本
計
画
」

を
考
慮
し
て
、
現
行
５
年

間
の
指
定
管
理
期
間
を
３

年
間
と
し
て
い
る
。

質
疑
・
審
査
の
後
、
17

議
案
に
つ
い
て
個
々
の
採

決
の
結
果
17
議
案
全
て
、

全
員
賛
成
で
可
決

の
改
正
に
伴
い
、
企
業
主

導
型
保
育
事
業
に
係
る
課

税
標
準
の
特
例
措
置
の
創

設
お
よ
び
地
域
型
保
育
事

業
に
係
る
課
税
標
準
の
特

例
措
置
に
お
け
る
わ
が
ま

ち
特
例
の
導
入
に
よ
り
、

湖
南
市
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
で
、
保
育

事
業
者
の
保
育
に
供
す
る

土
地
の
固
定
資
産
税
を
軽

減
す
る
も
の
で
す
。

質
疑
に
対
し
て
、

・
市
内
で
の
適
用
事
業
所

は
、
平
成
29
年
度
中
に

１
つ
あ
り
30
年
度
２
つ

適
用
見
込
み
で
す
。

・
変
更
税
額
は
、
大
き
な

数
字
に
な
ら
な
い
。

全
員
賛
成
で
可
決

■
議
案
第
92
号

変
更
契
約
の
締
結
に
つ
い

て（
湖
南
市
立
甲
西
中
学
校

改
築
工
事（
建
築
工
事
））

本
議
案
は
、
甲
西
中
学

校
改
築
工
事
に
伴
う
既
存

校
舎
の
解
体
時
に
お
い

て
、
天
井
材
の
一
部
か
ら

微
量
の
ア
ス
ベ
ス
ト
が
検

出
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

■
議
案
第
81
号

湖
南
市
個
人
情
報
保
護
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

本
議
案
は
、
個
人
情
報

の
保
護
に
関
す
る
法
律
お

よ
び
行
政
手
続
に
お
け
る

特
定
の
個
人
を
識
別
す
る

た
め
の
番
号
の
利
用
等
に

関
す
る
法
律
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律（
平
成
27
年

法
律
65
号
）
の
施
行
に
伴

い
、
湖
南
市
個
人
情
報
保

護
条
例
の
見
直
し
を
行
う

も
の
で
す
。

質
疑
に
対
し
て

・
認
知
症
に
つ
い
て
は
、

医
師
の
判
断
に
委
ね
る
。

・
指
紋
管
理
に
つ
い
て
は
、

市
民
の
個
人
情
報
と
し

て
の
管
理
は
し
て
い
な

い
。
今
後
は
、
国
の
法

改
正
に
よ
り
取
り
入
れ

る
。

全
員
賛
成
で
可
決

■
議
案
第
82
号

湖
南
市
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

本
議
案
は
、
地
方
税
法

１
８
５
４
万
１
４
４
０
円

が
処
分
費
な
ど
に
追
加
と

な
っ
た
た
め
の
契
約
変
更

で
す
。

質
疑
に
対
し
て

・
平
成
18
年
、
平
成
20
年

天
井
材
の
サ
ン
プ
リ
ン

グ
検
査
で
は
検
出
さ
れ

な
か
っ
た
。

・
本
年
９
月
、
P
タ
イ
ル

の
ア
ス
ベ
ト
含
有
検
査

の
際
に
、
天
井
材
を
検

査
に
出
し
た
５
カ
所
の

サ
ン
プ
リ
ン
グ
で
、
４

カ
所
か
ら
は
未
検
出
、

１
カ
所
か
ら
微
量
検
出

さ
れ
た
。

・
改
築
工
事
設
計
段
階
か

ら
、
ア
ス
ベ
ス
ト
検
査

項
目
は
あ
っ
た
。

・
工
期
は
、
19
日
間
の
工

事
を
延
長
し
た
。

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

全
員
賛
成
で
可
決

■
議
案
第
93
号

変
更
契
約
の
締
結
に
つ
い

て（
湖
南
市
立
甲
西
中
学

校
改
築
工
事（
電
気
設
備

工
事
））

本
議
案
は
、
甲
西
中
学

校
改
築
工
事
に
伴
う
既
存

校
舎
の
解
体
時
に
お
い
て
、

天
井
材
の
一
部
か
ら
微
量

の
ア
ス
ベ
ス
ト
が
検
出
さ

れ
た
こ
と
に
よ
る
、
電
気

設
備
工
事
の
工
期
延
長
の

経
費
増
29
万
７
千
円
の
変

更
契
約
で
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

■
議
案
第
94
号

変
更
契
約
の
締
結
に
つ
い

て（
湖
南
市
立
甲
西
中
学

校
改
築
工
事（
機
械
設
備

工
事
））

本
議
案
は
、
甲
西
中
学

校
改
築
工
事
に
伴
う
既
存

校
舎
の
解
体
時
に
お
い
て
、

天
井
材
の
一
部
か
ら
微
量

の
ア
ス
ベ
ス
ト
が
検
出
さ

れ
た
こ
と
に
よ
る
、
機
械

設
備
工
事
の
工
期
延
長
の

経
費
増
31
万
６
４
４
０
円

の
変
更
契
約
で
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

■
議
案
95
号
か
ら
111
号

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ

い
て今

回
は
、
公
募
施
設
２

議
案
、
非
公
募
施
設
15
議

案
、
総
計
17
議
案
の
指
定

総務常任委員会
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条
の
改
正
前
と
改
正
後

の
わ
か
る
資
料
を
つ
け

る
べ
き
。

と
し
た
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

全
員
賛
成
で
可
決

■
議
案
第
114
号

公
立
甲
賀
病
院
組
合
規
約

の
変
更
に
関
す
る
協
議
に

つ
き
議
決
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て

平
成
31
年
４
月
１
日
を

も
っ
て
、
公
立
甲
賀
病
院

の
経
営
形
態
を
現
在
の
地

方
公
営
企
業
法
一
部
適
用

か
ら
地
方
独
立
行
政
法
人

に
変
更
す
る
こ
と
に
伴
い
、

地
方
自
治
法（
昭
和
22
年

法
律
第
67
号
）
第
2
8
6

条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り

公
立
甲
賀
病
院
組
合
規
約

の
一
部
を
変
更
す
る
こ
と

を
協
議
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
同
法
第
2
9
0
条
の

規
定
に
よ
り
議
決
を
求
め

る
も
の
で
す
。

主
な
質
疑
は
次
の
通
り

で
す
。

・
本
議
案
は
あ
く
ま
で
も

規
約
の
変
更
に
対
す
る

■
議
案
第
83
号

湖
南
市
特
定
教
育
・
保
育

施
設
及
び
特
定
地
域
型
保

育
事
業
の
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

平
成
29
年
４
月
26
日
に

公
布
さ
れ
た
地
域
の
自
主

性
及
び
自
立
性
を
高
め
る

た
め
の
改
革
の
推
進
を
図

る
た
め
の
関
係
法
律
の
整

備
に
関
す
る
法
律
の
制
定

に
伴
い
、
就
学
前
の
子
ど

も
に
関
す
る
教
育
、
保
育

等
の
総
合
的
な
提
供
の
推

進
に
関
す
る
法
律
が
一
部

改
正
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
当
該
条
例
中
の
引

用
条
文
に
つ
い
て
所
要
の

規
定
整
備
を
行
う
た
め
、

一
部
改
正
を
行
う
も
の
で

す
。主

な
質
疑
は
次
の
通
り

で
す
。

・
認
定
こ
ど
も
園
法
の
改

正
に
伴
っ
て
項
ず
れ
が

起
こ
り
、
変
え
る
と
い

う
こ
と
だ
と
思
う
が
、

認
定
こ
ど
も
園
法
第
３

議
案
な
の
か
。

・
独
立
行
政
法
人
化
に
変

わ
る
こ
と
を
前
提
に
し

た
議
論
、
議
決
を
求
め

て
い
る
の
か
。

・
独
立
行
政
法
人
化
へ
の

移
行
で
経
営
改
善
に
つ

な
が
る
こ
と
に
つ
い
て

組
合
議
会
で
説
明
さ
れ

了
解
さ
れ
て
い
る
の
か
。

と
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

独
立
行
政
法
人
化
を
進
め

る
こ
と
で
進
ん
で
い
る
。

ど
の
よ
う
に
収
支
が
改
善

さ
れ
る
か
具
体
的
な
数
字

ま
で
説
明
さ
れ
て
い
な
い

と
の
答
弁
で
し
た
。

そ
の
他
、
組
合
の
共
同

処
理
を
す
る
実
務
に
つ
い

て
改
正
後
は
独
立
行
政
法

人
法
の
規
定
に
よ
っ
て
設

立
団
体
が
行
う
と
あ
る
が
、

具
体
的
な
事
務
に
つ
い
て

の
質
疑
に
対
し
、
具
体
的

に
は
定
款
で
定
め
る
こ
と

と
な
っ
て
い
る
。
と
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。

全
員
賛
成
で
可
決

大
阪
ガ
ス
で
90
%
近
く
を

占
め
て
い
ま
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

湖
南
市
甲
西
駅
前
広
場
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

問
　
駐
輪
場
の
学
生
割
引

に
つ
い
て
は
。

答

　現
在
、
調
査
の
中
で

は
学
生
割
引
で
月
額
１
８

５
０
円
程
度
が
適
正
と
考

え
て
い
ま
す
が
、
出
来
る

限
り
安
価
に
な
る
よ
う
協

議
し
ま
す
。

問
　
条
例
改
正
の
趣
旨
で

は
放
置
自
転
車
や
盗
難
被

害
な
ど
の
問
題
に
も
対
応

し
て
い
く
た
め
と
あ
る
が
。

答

　従
来
通
り
の
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
の

依
頼
で
放
置
自
転
車
な
ど

へ
の
対
応
を
要
請
し
、
労

働
の
確
保
を
行
い
ま
す
。

受
益
者
か
ら
負
担
を
頂
く

限
り
、
条
例
改
正
の
趣
旨

に
従
い
、
安
全
で
快
適
な

施
設
運
営
と
な
る
よ
う
努

力
を
重
ね
ま
す
。

反
対
討
論

市
民
が
広
く
認
識
し
て

湖
南
市
道
路
占
用
料
徴
収

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

問
　
大
幅
減
額
で
あ
る
広

告
塔
占
用
料
の
理
由
は
。

答

　占
用
料
改
定
の
基
に

な
っ
て
い
る
の
は
地
価
変

動
で
、
広
告
塔
の
あ
る
地

域
は
、
ほ
ぼ
商
業
地
に
限

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回

の
国
の
試
算
で
は
商
業
地

の
下
落
幅
が
大
き
か
っ
た

た
め
で
す
。

問
　
道
路
占
用
料
に
よ
る

収
入
は
70
万
円
増
と
聞
く

が
、
近
年
の
推
移
と
財
源

の
活
用
は
。

答

　平
成
26
年
は
１
８
７

４
万
２
千
円
、
占
用
料
が

改
定
さ
れ
た
平
成
27
年
は

１
４
４
７
万
３
千
円
、
平

成
28
年
は
１
５
０
３
万
３

千
円
、
平
成
29
年
は
約
１

５
７
０
万
円
と
試
算
し
て

い
ま
す
。
収
入
は
市
道
の

道
路
維
持
補
修
に
活
用
し

て
い
ま
す
。

問
　
占
用
し
て
い
る
企
業

の
現
状
は
。

答

　Ｎ
Ｔ
Ｔ
、
関
西
電
力
、

い
な
い
ま
ま
こ
の
事
業
が

進
ん
で
い
る
こ
と
に
懸
念
。

相
手
業
者
は
撤
退
し
た
前

例
も
あ
る
た
め
、
途
中
撤

退
の
場
合
の
違
約
金
を
も

り
こ
む
べ
き
で
あ
る
。

賛
成
多
数
で
可
決

湖
南
市
湖
國
十
二
坊
の
森

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

問
　
岩
盤
浴
の
使
用
料
１

回
２
０
０
円
、
入
浴
料

セ
ッ
ト
で
８
０
０
円
、
体

験
工
房
の
館
の
使
用
料
１

時
間
１
５
０
円
の
算
出
方

法
は
。

答

　施
設
で
は
岩
盤
浴
料

金
は
５
０
０
円
～
６
０
０

円
程
度
。
貸
出
浴
衣
の
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
代
と
し
て

３
０
０
円
程
度
と
開
い
て

い
ま
す
。
体
験
工
房
の
館

の
料
金
設
定
は
、
じ
ゅ
ら

く
の
里
の
施
設
使
用
料
に

準
じ
て
設
定
し
て
い
ま
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い

て日
枝
山
手
台
７
～
17
号
線

全
員
賛
成
で
可
決

福祉教育常任委員会
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議場で行われた甲西中議会

事
業
に
つ
い
て
は
、
歳
出

予
算
と
し
て
、
被
保
護
者

数
、
医
療
費
等
の
増
で

６
０
４
６
万
円
増
額
、
歳

入
予
算
と
し
て
、
国
庫
支

出
金
３
６
０
４
万
１
千
円

増
額
と
の
説
明
で
し
た
。

医
療
扶
助
費
の
増
額
は

何
が
原
因
か
と
の
質
疑
に

対
し
て
、
透
析
患
者
が
増

え
て
い
る
事
や
全
体
的
な

傾
向
と
し
て
、
被
保
護
世

帯
の
増
加
、
中
で
も
高
齢

者
世
帯
が
増
え
た
と
の
答

弁
で
し
た
。

病
児
保
育
事
業
に
つ
い

て
は
、
歳
出
予
算
と
し
て

病
児
保
育
施
設
の
建
設
が

不
要
と
な
っ
た
こ
と
に
よ

り
２
２
０
０
万
円
の
減

額
。
そ
れ
に
伴
う
歳
入
予

算
と
し
て
県
支
出
金
が
１

７
４
０
万
円
の
減
額
と
の

説
明
で
し
た
。

減
額
に
な
っ
た
理
由
は

と
の
質
疑
に
対
し
て
、
２

施
設
の
改
修
予
定
だ
っ
た

が
、
１
施
設
は
小
規
模
な

改
修
で
済
ん
だ
た
め
と
の

答
弁
で
し
た
。

平
成
29
年
度
湖
南
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

２
億
３
９
４
７
万
７
千
円

を
追
加
し
、
補
正
後
の
額

を
２
２
６
億
１
７
８
０
万

円
と
す
る
も
の
で
す
。

多
く
の
事
業
の
補
正
に

つ
い
て
質
疑
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

地
域
総
合
セ
ン
タ
ー
整

備
事
業
に
つ
い
て
は
、
歳

出
予
算
と
し
て
、
松
籟
会

館
の
老
朽
化
に
伴
い
、
建

て
替
え
の
た
め
基
本
設
計

業
務
委
託
２
１
１
万
７
千

円
を
増
額
計
上
。
広
域
清

掃
経
費
に
つ
い
て
は
、
歳

出
予
算
と
し
て
、
甲
賀

広
域
行
政
組
合
負
担
金

１
１
６
６
万
３
千
円
を
減

額
、
前
年
度
繰
越
金
確
定

に
よ
り
負
担
金
の
変
更
を

し
た
と
の
説
明
で
し
た
。

負
担
金
割
合
に
つ
い
て

の
質
疑
に
対
し
て
、
利
用

に
応
じ
た
利
用
割
で
甲
賀

市
68
・
71
%
、
湖
南
市
31
・

29
％
で
あ
る
と
の
答
弁
で

し
た
。
生
活
保
護
費
支
援

ま
た
、
債
務
負
担
行
為

に
よ
る
補
正
に
つ
い
て
は
、

湖
南
市
複
合
庁
舎
基
本
設

計
業
務
と
し
て
、
平
成
29

年
度
か
ら
平
成
31
年
度
ま

で
に
１
億
８
１
０
万
８
千

円
、
湖
南
市
複
合
庁
舎
整

備
発
注
者
支
援
業
務
と

し
て
、
平
成
29
年
度
か

ら
平
成
31
年
度
ま
で
に

６
３
２
０
万
円
、
湖
南
市

複
合
庁
舎
整
備
オ
フ
ィ
ス

環
境
整
備
業
務
と
し
て
平

成
29
年
度
か
ら
平
成
33
年

度
ま
で
に
２
６
６
５
万
円

が
計
上
さ
れ
て
お
り
、
各

委
員
か
ら
今
回
の
補
正
に

計
上
さ
れ
る
に
至
っ
た
経

緯
等
に
つ
い
て
、
集
中
的

な
質
疑
が
お
こ
な
わ
れ
ま

し
た
。

「
こ
れ
ら
の
債
務
負
担

行
為
は
、
庁
舎
を
建
て
替

え
る
と
い
う
こ
と
が
決
ま
っ

て
行
わ
れ
る
も
の
か
」
と

の
質
疑
に
対
し
て
、
基
本

構
想
に
お
い
て
増
築
案
や

建
て
替
え
案
等
を
比
較
検

討
し
、
将
来
的
に
一
番
有

利
で
有
効
な
案
で
あ
る
建

て
替
え
案
を
基
本
計
画
と

し
て
報
告
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
も
の
で
あ
る
。
次
の

ス
テ
ッ
プ
と
し
て
基
本
設

計
を
行
う
た
め
、
債
務
負

担
行
為
の
設
定
を
行
う
と

の
答
弁
で
し
た
。
基
本
設

計
を
行
う
う
え
で
、
今
後

住
民
の
意
見
を
取
り
入
れ

る
か
と
の
質
疑
に
対
し
て
、

基
本
設
計
の
段
階
で
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
す
る

と
の
答
弁
で
し
た
。
質
疑

の
後
、
討
論
が
あ
り
、
特

に
複
合
庁
舎
整
備
基
本
設

計
業
務
に
か
か
る
債
務
負

担
行
為
に
つ
い
て
、
議
論

が
尽
く
さ
れ
て
い
な
い
。

各
方
面
の
意
見
が
集
約
さ

れ
て
い
な
い
。
と
の
理
由

か
ら
時
期
尚
早
で
あ
る
と

し
て
債
務
負
担
行
為
の
設

定
に
反
対
と
の
意
見
の
他
、

有
利
な
起
債
の
活
用
、
防

災
機
能
の
強
化
、
効
率
的

な
庁
舎
機
能
の
確
立
と
い

う
観
点
か
ら
賛
成
す
る
と

い
う
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

賛
成
多
数
で
可
決

議
会
改
革
推
進
委
員
会
報

告
本
委
員
会
が
取
り
組
む

べ
き
事
項
に
つ
い
て
、
各

会
派
及
び
無
会
派
議
員
か

ら
意
見
を
と
り
ま
と
め
ま

し
た
。
項
目
と
し
て
は

・
議
会
報
告
会
の
進
め
方

・
議
員
定
数
の
見
直
し

・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化（
タ
ブ
レ
ッ

ト
導
入
、
ペ
ー
パ
ー
レ

ス
化
）

・
議
員
間
討
議
の
活
性
化

・
主
権
者
教
育
の
取
組
み

な
ど
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

特
に
、
今
ま
で
７
回
開

催
し
て
き
た
議
会
報
告
会

に
つ
い
て
は
、
改
選
前
の

委
員
会
で
課
題
を
検
証
し
、

見
直
し
の
方
向
が
出
さ
れ

た
こ
と
を
受
け
て
、

・
平
成
30
年
度
は
、
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
役
員
と
、

（
ま
ち
協
単
位
の
７
ブ

ロ
ッ
ク
に
分
け
た
）
市

内
43
区
長
を
対
象
と
す

る
。
そ
の
後
は
、
課
題

別
に
関
係
す
る
各
種
団

体
な
ど
を
対
象
と
す
る
。

・
形
式
は
、
懇
談
会
、
意

見
交
換
会
と
す
る
。

・
平
成
30
年
度
の
開
催
時

期
は
、
５
月
の
２
日
間

と
す
る
。

・
出
席
議
員
は
、
地
元
出

身
者
を
中
心
に
班
編
成

を
す
る
。

な
ど
の
要
領
で
進
め
て
い

き
ま
す
。

そ
の
他
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
は
、
多
く
の
意
見

が
出
て
い
る
中
か
ら
、
優

先
す
る
事
項
を
議
論
し
て

い
き
ま
す
。

予算常任委員会

議会改革推進特別委員会
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［現庁舎等の現状］

 

東 庁 舎 周 辺 甲 西 図 書 館  

甲 西 文 化 ホ ー ル

東 庁 舎  

社 会 福 祉 セ ン タ ー  

サ ン ラ イ フ 甲 西  

中 央 ま ち づ く り
セ ン タ ー  

中 央 消 防 署

［新庁舎等の配置計画］

［東庁舎］

議
員
改
選
後
、
初
と
な

る
第
８
回
特
別
委
員
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
今
回
の

審
議
内
容
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

市
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で

の
取
り
組
み
経
緯
と
今
後

の
予
定
に
つ
い
て
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

東
庁
舎
周
辺
整
備
事
業

に
つ
い
て
は
、
平
成
25
年

か
ら
検
討
を
進
め
て
き
た

と
こ
ろ
で
す
。
庁
内
に
内

部
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、

協
議
を
重
ね
、
外
部
有
識

者
に
よ
る
庁
舎
整
備
計
画

検
討
委
員
会
を
４
回
開
催

し
、
今
年
８
月
の
提
言
を

経
て
、
11
月
に
基
本
計
画

を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

外
部
検
討
委
員
会
か
ら

は
、
市
民
生
活
を
支
え
る

重
要
な
庁
舎
機
能
の
あ
り

方
、
既
存
施
設
の
関
係
や

整
備
手
法
、
事
業
費
の
確

保
等
に
つ
い
て
は
今
後
予

定
の
基
本
設
計
・
実
施
設

計
で
丁
寧
な
プ
ロ
セ
ス
を

経
て
進
め
る
よ
う
提
言
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
の
計
画

に
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
・

中
央
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
・
甲
西
図
書
館
な
ど

が
複
合
施
設
と
し
て
検
討

さ
れ
て
い
ま
す
。
市
は
外

部
検
討
委
員
会
の
提
言
を

踏
ま
え
東
庁
舎
の
建
て
替

え
に
つ
い
て
、
予
定
財
源

に
期
限
が
あ
る
た
め
早
期

に
基
本
設
計
業
務
に
着
手

し
て
い
き
た
い
の
で
、
こ

の
12
月
議
会
に
関
連
予
算

（
債
務
負
担
行
為
）
を
計
上

し
た
と
の
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。

当
委
員
会
委
員
か
ら
は
、

多
額
の
事
業
費
を
伴
う
の

で
明
確
な
財
政
計
画
を
示

す
べ
き
。
住
民
へ
の
周
知

が
足
り
な
い
の
で
は
。
西

庁
舎
周
辺
施
設
は
今
後
ど

う
し
て
い
く
の
か
。
甲
西

図
書
館
は
現
状
の
ま
ま
で

良
い
と
の
意
見
も
あ
る
が

移
設
し
て
図
書
保
管
場
所

を
確
保
で
き
る
の
か
。
ま

た
、
今
後
の
図
書
の
利
用

度
も
踏
ま
え
て
２
館
体
制

を
ど
う
す
る
か
検
討
す
べ

き
で
あ
る
。
議
会
の
意
見

を
尊
重
し
な
が
ら
慎
重
に

建
設
を
進
め
て
い
く
べ
き
。

と
い
っ
た
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

市
か
ら
は
、
長
期
財
政

計
画
に
つ
い
て
は
今
年
度

末
ま
で
に
示
さ
せ
て
頂
き

た
い
。
甲
西
図
書
館
の
集

約
化
に
つ
い
て
は
、
基
本

設
計
時
に
は
最
終
判
断
し

て
い
き
た
い
。
西
庁
舎
お

よ
び
周
辺
施
設
に
つ
い
て

は
、
来
年
度
に
公
共
施
設

等
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
委

員
会
を
設
置
し
、
市
民
な

ど
を
交
え
て
慎
重
に
検
討

し
て
い
き
た
い
。
と
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。
な
お
、

主
な
諸
課
題
に
つ
い
て
は
、

取
り
ま
と
め
た
上
で
後
日
、

書
面
提
出
す
る
よ
う
求
め

閉
会
し
ま
し
た
。

主
な
課
題
三
項
目

①
庁
舎
整
備
を
含
む
今
後

の
財
政
見
通
し
に
つ
い

て
は
、
今
年
度
末
に
10

年
間
の
長
期
財
政
計
画

を
策
定
し
ま
す
。

②
庁
舎
整
備
に
お
け
る
複

合
機
能
と
し
て
甲
西
図

書
館
の
集
約
化
の
方
針

に
つ
い
て
は
、
借
地
問

題
の
解
決
や
、
市
民
に

開
か
れ
た
親
し
み
や
す

い
庁
舎
を
目
指
し
、
新

庁
舎
へ
の
複
合
化
を
基

本
と
し
て
、
複
合
化
し

な
い
場
合
も
含
め
て
あ

ら
ゆ
る
可
能
性
を
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

③
西
庁
舎
お
よ
び
周
辺
施

設
の
今
後
の
あ
り
方
に

つ
い
て
は
、
西
庁
舎
の

う
ち
、
行
政
機
能
と
し

て
教
育
委
員
会
お
よ
び

人
権
擁
護
課
の
２
部
署

を
新
庁
舎
に
集
約
す
る

計
画
で
す
。
西
庁
舎
や

周
辺
施
設
に
つ
い
て
は
、

新
庁
舎
の
完
成
に
合
わ

せ
て
公
共
施
設
等
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
推
進
委
員
会

を
来
年
度
に
立
ち
上
げ
、

慎
重
に
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

庁舎整備特別委員会

湖南市議会だより11



一 般 質 問

主な質問内容

氏　　名 質　　 　問　　 　事　　　 項

一
　 

　
　般
　 
　
　質
　 

　
　問

赤祖父　ゆみ
� 議会改革ネットワーク

湖南市の玄関としての交通の流れを見据えたJR石部駅の駅舎改築と駅
周辺の交通施策
投票率をあげるための施策と主権者教育

くわはらだ　美知子
� 湖南市公明党議員団

高齢者の特殊詐欺、ネット被害対策を！
居住の支援に空き家の活用を！
孫育てハンドブックの作成を！

小林　義典
� 誠心会

無電柱化について
市内の景観美化について
旧石部町内の排水溝の点検について

望月　卓
� 無所属の会　市民の力

湖南市のまちづくりについて

植中　みやこ
� 議会改革ネットワーク

介護保険事業と第７期介護保険計画について
国民健康保険事業の県域化について
移動図書館マツゾウくんについて

上野　顕介
� 誠心会

三雲駅・石部駅周辺整備について
介護保険事業について

立入　善治
� 日本共産党湖南市議員団

滋賀国体について
児童生徒の問題行動に関する調査結果について
ウツクシマツの育成保存、アクセス道路の整備について
落合川橋の架け替えについて

松井　けい子
� 日本共産党湖南市議員団

総選挙、市議選の投票に関することについて
子育て支援策について
高齢者支援策について

細川　ゆかり
� 湖南市公明党議員団

乳がん検診の対象年齢引き下げと超音波検査の導入を！
ブックスタートプラス事業の導入を！

大島　正秀
� 無会派

９月定例会本会議に提出された「市社会保障の充実と財源確保を一体
的に図るための改革の推進に関する条例」について
石部駅の改修改築について
庁舎建て替え案について

奥村　幹郎
� 無所属の会　市民の力

市道交差点等危険個所の改善について

大⻆　道雄
� 無会派

歩道の安全対策について

堀田　繁樹
� 無所属の会　市民の力

交通安全対策について
指定管理施設の現状と問題点について
湖南市のスポーツ振興について

湖南市議会だより 12



今後広めていきたい中学生議会
（甲西中学校３年生１２／１２～13）

特殊詐欺・ネット被害に注意！

J
R
石
部
駅
の
進
捗
状
況

は
。

答

　地
元
協
議
会
な
ど
か

ら
お
聞
き
し
た
意
見
を
基

に
、
７
月
に
駅
舎
に
係
る

比
較
検
討
業
務
を
行
い
、

11
月
に
基
本
設
計
業
務
を

発
注
し
ま
し
た
。
平
成
30

年
３
月
頃
に
回
答
が
出
る

予
定
で
す
。
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ハ
ウ
ス
改
修
に
つ
い

て
も
必
要
な
経
費
査
定
の

結
果
、
判
断
と
な
り
ま
す
。

問
　
古
い
跨
線
橋
の
撤
去

と
J
R
構
内
の
行
き
来
は

必
要
と
の
意
見
が
多
い
が
。

答

　J
R
西
日
本
に
対
し

て
引
き
続
き
要
求
し
て
ま

い
り
ま
す
。

問
　
北
側
ロ
ー
タ
リ
ー
の

土
地
買
収
と
市
道
中
島
線

の
拡
幅
は
。

答

　幹
線
道
路
と
結
ぶ
道

路
と
し
て
適
切
な
対
応
を

す
べ
く
関
係
者
と
協
議
を

進
め
て
い
ま
す
。

問
　
南
側
ロ
ー
タ
リ
ー
の

通
行
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
る

よ
う
、
石
碑
以
外
の
庭
を

無
く
し
、
効
率
化
を
図
り
、

問
　
相
談
窓
口
で
の
特
殊

詐
欺
や
ネ
ッ
ト
被
害
の
相

談
と
高
齢
者
の
割
合
は
。

答

　平
成
29
年
度
で
は
、

現
在
ま
で
、
相
談
件
数
１

９
８
件
中
52
件
26
％
、
う

ち
高
齢
者
は
18
件
35
％
と
、

高
齢
者
か
ら
の
相
談
件
数

が
増
え
て
い
る
状
況
で
す
。

問
　
被
害
防
止
策
と
し
て
、

高
齢
者
の
み
世
帯
へ
の
通

話
録
音
機
能
付
き
装
置
の

導
入
は
。

答

　滋
賀
県
警
察
本
部
が

平
成
27
年
6
月
か
ら
、
振

り
込
め
詐
欺
や
悪
質
商
法

勧
誘
な
ど
か
ら
高
齢
者
を

守
る
た
め
に
、
会
話
を

録
音
す
る「
不
審
電
話
撃

退
装
置
」
を
原
則
半
年
間
、

無
料
貸
し
出
し
し
て
い
ま

す
。
甲
賀
警
察
署
生
活
安

全
課
に
は
、
こ
の
装
置
が

40
台
あ
り
ま
す
。
空
き
が

あ
る
場
合
、
希
望
者
に
は

貸
し
出
し
ま
す
。
現
在
数

台
の
空
き
が
あ
り
ま
す
。

駅
東
側
の
市
有
地
も
駐
車

場
な
ど
有
効
活
用
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

答

　市
有
地
も
含
め
て
検

討
し
て
い
る
所
で
す
。

問
　
石
部
宿
場
町
と
し
て

の
観
光
の
拠
点
と
し
て
、

ま
た
、
糸
賀
一
雄
思
想
が

息
づ
く
ま
ち「
湖
南
市
」と

し
て
の
駅
舎
工
夫
は
。
寄

付
を
募
る
考
え
は
。

答

　今
後
適
切
な
対
応
を

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

主
権
者
教
育

問
　
湖
南
市
の
投
票
率
は

他
市
に
比
べ
て
低
い
。
主

権
者
教
育
の
重
要
性
は
。

答

　社
会
で
の
自
立
・
他

者
と
の
連
携
、
協
働
は
本

市
の
め
ざ
す
教
育
で
、
重

要
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

問
　
市
民
産
業
交
流
促
進

施
設「
こ
こ
ぴ
あ
」で
の
投

票
所
設
置
の
考
え
は
。

答

　調
査
・
研
究
を
し
て

い
き

ま
す
。

居
住
の
支
援
に
空
き
家
の

活
用
を
！

問
　「（
仮
称
）湖
南
空
家

活
用
ハ
ブ
セ
ン
タ
ー
」の

創
設
と
そ
の
活
動
は
。

答

　平
成
30
年
４
月
に
設

立
し
、
事
業
展
開
し
て
い

く
予
定
で
す
。
そ
の
主
な

活
動
は
、
空
き
家
の
発
生

予
防
、
制
御
と
空
き
家
の

所
有
者
の
意
向
に
よ
る
維

持
管
理
、
修
繕
、
除
却
、

利
活
用
な
ど
と
空
き
家
バ

ン
ク
に
お
い
て
空
き
家
所

有
者
と
利
用
希
望
者
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
っ
て
い

く
活
動
で
す
。

そ
の
他

孫
育
て
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の

作
成
を
！

を
取
り
上
げ
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

JR石部駅進捗状況と
� 主権者教育について

高齢者の特殊詐欺
� ネット被害対策を！

議会改革ネットワーク●赤祖父　ゆみ 議員

湖南市公明党議員団●くわはらだ　美知子 議員

一般質問

湖南市議会だより13



無電柱化にすると、とても素敵な街になります。

市民産業交流促進施設
「ここぴあ」

問

　旧
東
海
道
の
無
電
柱

化
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答

　平
成
28
年
12
月
に

「
無
電
柱
化
の
推
進
に
関

す
る
法
律
」
が
、
施
行
さ

れ
、
地
方
公
共
団
体
、
地

域
住
民
な
ど
が
協
力
し
て

進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
現
在
、
県
下
の
市

町
が
加
入
し
ま
す
滋
賀
県

無
電
柱
化
地
方
部
会
に
お

い
て
、
議
論
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
地
域
レ
ベ

ル
で
の
合
意
形
成
が
必
要

と
さ
れ
、
地
域
の
ニ
ー
ズ

を
反
映
で
き
る
よ
う
体
制

の
充
実
を
図
る
こ
と
が
課

題
で
す
。
今
後
関
係
者
と

調
整
を
図
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

旧
東
海
道
の
無
電
柱
化
に

つ
い
て
も
、
道
路
幅
員
が

狭
小
で
あ
る
な
ど
、
地
域

の
理
解
、
経
費
面
な
ど
か

ら
も
困
難
な
状
況
で
調
整
、

検
討
が
必
要
で
す
。

道
路
端
の
雑
草
除
草

問

　市
内
の
景
観
美
化
に

つ
い
て
。

答

　市
道
は
年
２
回
、
県

問

　イ
オ
ン
タ
ウ
ン
界
隈

の
商
業
振
興
・
産
業
振
興

の
現
状
と
今
後
の
展
望
は
。

答

　平
成
28
年
11
月
に
は
、

市
民
産
業
交
流
促
進
施
設

「
こ
こ
ぴ
あ
」
が
オ
ー
プ
ン

し
、
広
域
交
流
拠
点
と
位

置
付
け
、
市
民
だ
け
で
な

く
市
外
か
ら
の
買
い
物
客

も
受
け
入
れ
、
賑
わ
い
の

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ

し
、
今
年
度
は
、（
仮
称
）

み
ら
い
公
園
湖
南
魅
力
発

信
拠
点
施
設
建
設
工
事
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　「
こ
こ
ぴ
あ
」
の
開
設
に

よ
り
、
第
１
次
産
業
、
第

２
次
産
業
、
第
３
次
産
業

の
融
合
に
お
け
る
産
業
振

興
や
地
産
地
消
農
業
の
促

進
お
よ
び
地
場
産
業
の
発

展
、
ま
た
特
産
品
の
開
発

な
ど
の
事
業
を
展
開
し
、

地
域
経
済
の
活
性
化
に
繋

が
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
ま
す
。

　今
後
、
当
市
に
お
い
て

も
少
子
高
齢
化
が
急
速
に

進
み
、
高
齢
者
の
み
の
世

帯
、
交
通
弱
者
な
ど
が
地

道
は
年
２
回
、
国
道
は
年

１
回
の
ペ
ー
ス
で
除
草
し

て
い
ま
す
。

問

　旧
石
部
町
内
の
排
水

溝
の
点
検
に
つ
い
て
。

答

　側
溝
施
設
な
ど
構
造

物
に
損
傷
が
あ
り
十
分
に

機
能
発
揮
で
き
て
い
な
い

箇
所
に
つ
い
て
は
確
認
後
、

修
繕
の
必
要
が
あ
れ
ば
対

応
し
ま
す
。
想
像
以
上
の

降
雨
時
に
は
、
各
家
庭
や

地
域
で
普
段
か
ら
確
認
や

備
え
の
必
要
性
が
あ
る
と

認
識
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

域
社
会
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
重
要

性
が
増
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
地
域
に
お
け
る
個
人

商
店
に
は
大
型
店
に
な
い

「
顔
の
見
え
る
関
係
」、
顧

客
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把

握
し
、
き
め
細
か
な
サ
ー

ビ
ス
を
展
開
し
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

更
に
そ
の
地
域
特
性
に
対

応
し
た
魅
力
あ
る
も
の
に

す
る
た
め
、
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
・
小
口
簡
易
資
金

の
低
利
貸
付
や
地
域
商
店

街
活
性
化
事
業
助
成
金
・

商
店
街
振
興
に
関
す
る
補

助
金
な
ど
、
商
工
会
と
と

も
に
小
規
模
商
店
や
商
店

街
振
興
に
関
す
る
様
々
な

制
度
を
活
用
し
、
そ
の
競

争
力
強
化
や
活
性
化
を
図

る
支
援
策
を
考
え
て
い
ま

す
。

安心で安全なオンリーワンの
� まちづくりを！

まちづくりについて

誠心会●小林　義典 議員

無所属の会　市民の力●望月　卓 議員

一般質問

湖南市議会だより 14



移動図書館マツゾウくん

地域包括支援センターが入る
保健センター

答

　平
成
30
年
度
か
ら
の

第
７
期
介
護
保
険
計
画
で

は
①
い
つ
ま
で
も
い
き
い

き
と
、
自
分
ら
し
く
暮
ら

せ
る
、
②
安
心
し
て
住
み

慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
せ

る
、
③
自
分
に
合
っ
た
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
適
切
に
利

用
で
き
る
ま
ち
を
基
本
目

標
に
、
特
に
、
高
齢
者
の

持
て
る
力
を
発
揮
で
き
る

自
立
支
援
・
重
度
化
防
止

に
向
け
て
、
介
護
予
防
事

業
、
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス

1
4
0
0
人
と
推
定
さ
れ

る
ひ
と
り
暮
ら
し
や
、
認

知
症
高
齢
者
の
見
守
り
な

ど
、
支
え
合
い
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
ま

す
。
平
成
29
年
度
か
ら
始

め
た
自
立
支
援
型
の
地
域

ケ
ア
会
議
で
は
、
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
内
容
や
量
が
本

人
の
能
力
に
見
合
っ
た
も

の
に
な
っ
て
い
る
か
、
医

師
・
理
学
療
法
士
・
薬
剤
師

な
ど
、
多
職
種
の
観
点
で

検
証
し
て
い
ま
す
。
個
別

ケ
ー
ス
だ
け
で
な
く
、
日

常
生
活
圏
域
ご
と
の
地
域

三
雲
駅
と
石
部
駅

問

　三
雲
駅
の
ロ
ー
タ

リ
ー
整
備
は
い
つ
終
わ
る

予
定
で
す
か
。

答

　平
成
30
年
度
に
終
わ

る
予
定
で
す
が
、
国
の
社

会
資
本
整
備
交
付
金
が
市

の
要
求
よ
り
少
な
け
れ
ば
、

終
わ
ら
な
い
可
能
性
も
あ

り
ま
す
。

問

　そ
う
い
う
場
合
に
備

え
て
市
と
議
員
合
わ
せ
て

要
望
に
行
く
の
も
大
切
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

答

　そ
の
よ
う
に
思
い
ま

す
。

問
　
石
部
駅
の
北
側
の
土

地
を
市
有
化
す
る
こ
と
が

駅
舎
整
備
の
必
要
条
件
で

す
。
北
側
の
土
地
取
得
状

況
は
ど
う
で
す
か
。

答

　地
権
者
と
協
議
を
順

調
に
進
め
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て

問

　在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
に
４
カ
所
で
年
間

１
２
０
０
万
の
予
算
が
あ

り
ま
す
が
、
要
介
護
ニ
ー

ズ
を
把
握
で
き
て
い
ま
す

か
。

ケ
ア
会
議
の
取
り
組
み
が

課
題
で
す
。

国
民
健
康
保
険
の
県
域
化

答

　「
国
民
皆
保
険
制
度
」

を
安
定
さ
せ
る
目
的
で
、

30
年
度
よ
り
財
政
運
営
が

市
か
ら
県
に
変
わ
り
ま
す
。

国
が
示
す
、
市
か
ら
県
へ

の
納
付
金
と
標
準
保
険
料

（
税
）
率
の
試
算
で
は
、
本

市
の
一
人
当
た
り
の
保
険

料
は
29
年
度
に
比
べ
て
下

が
っ
て
い
ま
す
。

移
動
図
書
館
マ
ツ
ゾ
ウ
く

ん答

　図
書
館
に
く
る
こ
と

が
難
し
い
人
や
、
本
に
親

し
む
家
庭
環
境
に
な
い
子

ど
も
た
ち
な
ど
が
、
本
に

接
す
る
機
会
を
確
保
す
る

た
め
に
、
集
え
る
場
と
し

て
の
新
た
な
地
域
サ
ー
ビ

ス
を
図
り
ま
す
。

答

　専
門
の
人
員
で
取
り

組
む
ほ
ど
の
予
算
で
は
な

く
、
ニ
ー
ズ
発
掘
に
つ
い

て
は
、
や
や
低
位
で
推
移

し
て
い
ま
す
。

問

　地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
を
市
が
直
営
で
行
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
在
宅
介

護
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

ニ
ー
ズ
を
受
け
、
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
行
い
、

予
防
事
業
や
ヘ
ル
パ
ー
事

業
な
ど
に
つ
な
ぐ
と
い
う

サ
イ
ク
ル
を
再
度
し
っ
か

り
す
る
こ
と
が
大
事
で
は

な
い
で
す
か
。

答

　引
き
続
き
１
カ
所
直

営
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
で
運
営
を
し
ま
す
が
、

現
状
の
職
員
数
で
は
厳
し

い
の
で
、
で
き
れ
ば
エ
リ

ア
ご
と
に
２
チ
ー
ム
制
で

の
対
応
を
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

安心して老後をすごせる
� 介護サービスを！

駅舎周辺整備と
� 介護保険事業等について

議会改革ネットワーク●植中　みやこ 議員

誠心会●上野　顕介 議員

一般質問
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ウ
ツ
ク
シ
マ
ツ
自
生
地

身
の
丈
に
合
っ
た
国
体
に

問

　２
０
２
４
年
滋
賀
国

体
に
向
け
施
設
新
設
に

６
０
０
億
円
の
経
費
が
見

込
ま
れ
て
い
ま
す
。
県
に

対
し
既
存
施
設
の
活
用
と

簡
素
化
へ
の
要
望
と
湖
南

市
の
関
わ
り
は
。

答

　首
長
会
で
も
多
額
の

経
費
に
懸
念
、
改
善
を
求

め
て
い
ま
し
た
。
湖
南
市

は
剣
道
競
技
を
総
合
体
育

館
で
県
の
予
算
は
、
３
千

万
円
、
湖
南
市
の
予
算
は
、

２
千
万
円
で
す
。

問

　滋
賀
県
教
育
委
員
会

は
、
平
成
28
年
度
４
８
５

５
件
の
い
じ
め
の
認
知
件

数
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

湖
南
市
の
状
況
に
つ
い
て
、

問
題
行
動
・
不
登
校
調
査

で
S
N
S
に
よ
る
中
傷
、

嫌
が
ら
せ
の
認
知
件
数
は
。

不
登
校
の
増
加
の
主
な
要

因
と
対
応
策
に
つ
い
て
。

答

　い
じ
め
件
数
は
63
件
。

不
登
校
な
ど
に
つ
い
て
は
、

き
め
細
や
か
な
対
応
と
評

価
を
受
け
て
い
ま
す
。
ま

た
自
尊
感
情
を
育
む
教
育

選
挙
関
連
に
つ
い
て

問

　全
体
の
投
票
数
し
か

公
表
さ
れ
て
い
な
い
期
日

前
投
票
を
28
投
票
所
ご
と

に
公
表
す
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

答

　今
後
、
期
日
前
投
票

の
投
票
数
は
投
票
所
ご
と

に
公
表
す
る
方
向
で
検
討

し
ま
す
。

問

　投
票
所
、
ポ
ス
タ
ー

掲
示
場
所
の
見
直
し
や
、

投
票
率
を
あ
げ
る
対
策
は
。

答

　ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
所

は
検
証
し
対
処
し
ま
す
。

期
日
前
投
票
や
不
在
者
投

票
の
制
度
を
一
層
周
知
し
、

投
票
に
行
き
や
す
く
、
投

票
し
や
す
い
環
境
整
備
に

努
め
ま
す
。

子
育
て
支
援
策
に
つ
い
て

問

　保
育
園
の
園
児
の
定

数
に
対
し
て
保
育
士
は
足

り
て
い
ま
す
か
。

答

　法
的
な
基
準
内
の
保

育
士
は
足
り
て
い
ま
す
。

問

　早
朝
保
育
と
延
長
保

育
の
保
育
士
の
勤
務
時
間

の
延
長
で
調
整
し
、
園
長

や
副
園
長
も
保
育
に
入
る

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

「
ウ
ツ
ク
シ
マ
ツ
」に
つ
い
て

問

　「ウ
ツ
ク
シ
マ
ツ
」保

護
増
殖
事
業
で
創
ら
れ
た

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の

現
時
点
の
到
達
点
と
今
後

の
取
り
組
み
。
文
化
庁
の

視
察
結
果
に
つ
い
て
。

答

　こ
れ
ま
で
３
回
の
会

議
を
開
催
。
来
年
度
に
向

け
検
討
会
議
メ
ン
バ
ー
を

調
整
し
て
い
ま
す
。
文
化

庁
調
査
官
は
、
自
生
の
環

境
を
整
え
る
こ
と
を
提
言

し
ま
し
た
。

落
合
川
橋
の
架
け
替
え

問

　落
合
川
橋
の
架
け
替

え
の
計
画
と
実
施
時
期
お

よ
び
道
路
整
備
に
つ
い
て
。

答

　今
回
の
補
正
予
算
で

落
合
川
橋
東
詰
め
の
道
路

整
備
予
算
を
計
上
。
予
備

設
計
は
終
わ
っ
て
お
り
、

早
期
に
実
現
し
ま
す
。

と
い
う
繋
ぎ
保
育
の
状
況

を
掴
ん
で
い
ま
す
か
。

答

　園
長
会
で
各
園
の
状

況
を
聞
い
て
い
ま
す
。
保

育
士
資
格
を
持
っ
て
い
る

人
の
掘
り
起
こ
し
を
し
て

募
集
し
ま
す
。

問

　学
童
保
育
の
需
要
が

増
え
て
い
ま
す
が
、
支
援

施
設
の
追
加
は
。

答

　施
設
不
足
は
、
学
校

の
余
裕
教
室
を
利
用
し
て

支
援
単
位
を
増
や
し
ま
す
。

問

　石
部
学
童
保
育
所
第

２
施
設
は
石
部
保
健
セ
ン

タ
ー
内
で
、
保
育
環
境
が

整
っ
て
い
な
い
。
環
境
整

備
の
改
善
策
は
。

答

　施
設
整
備
の
不
十
分

な
所
は
保
護
者
会
と
協
議

し
改
善
し
て
い
き
ま
す
。

滋賀国体で600億円もの税金が

子どもたちが健やかに
� 育ち遊べる環境に！

日本共産党湖南市議員団●立入　善治 議員

日本共産党湖南市議員団●松井　けい子 議員

一般質問

平成２７年度 平成３０年度 伸び

３～５歳児 ９６％～９８％の申し込み －

２歳児 38.00% 45.60% 7.60%

１歳児 30.40% 42.70% 12.30%

待機
児童

平成２９年４月 平成２９年１１月

１０人 ４６人

保育園・市立幼稚園・こども園の申し込み状況

湖南市議会だより 16



乳
が
ん
の
自
己
検
診
啓
発

問

　乳
が
ん
は
自
分
で
発

見
で
き
る
が
ん
の
一
つ
で

す
。
視
触
診
の
実
施
を
行

わ
な
く
な
っ
た
現
在
、
月

１
回
の
自
己
検
診
の
啓
発

が
大
切
。
大
津
市
・
草
津

市
・
守
山
市
な
ど
、
自
己

検
診
の
啓
発
に
乳
が
ん
セ

ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を

配
布
し
て
い
ま
す
。

　
湖
南
市
で
の
導
入
は
。

答

　自
己
検
診
の
啓
発
物

品
と
し
て
、
集
団
検
診

時
に
月
１
回
の
セ
ル
フ

チ
ェ
ッ
ク
の
必
要
性
が
書

か
れ
た
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル

と
一
緒
に
自
己
検
診
記
録

表
を
配
布
。
定
期
的
に
受

診
し
て
い
る
市
民
の
た
め

に
、
出
来
る
だ
け
同
じ
も

の
が
啓
発
物
品
と
し
て
渡

ら
な
い
よ
う
配
慮
す
る
な

ど
、
今
後
も
自
己
検
診
率

が
高
ま
る
よ
う
啓
発
の
仕

問

　９
月
議
会
定
例
会
に

提
出
さ
れ
た「
湖
南
市
社

会
保
障
の
充
実
と
財
源
確

保
を
一
体
的
に
図
る
た
め

の
改
革
の
推
進
に
関
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て
」

議
会
と
執
行
部
が
対
峙
す

る
構
図
か
ら
一
歩
踏
み
込

ん
だ
考
え
に
賛
成
の
立
場

か
ら
今
後
の
考
え
を
。

答

　条
例
案
は
残
念
な
が

ら
廃
案
と
な
り
ま
し
た
が
、

今
後
求
め
ら
れ
る
社
会
保

障
の
充
実
を
目
的
と
し
て

提
案
し
ま
し
た
。
議
会
と

執
行
部
が
車
の
両
輪
と
し

て
、
と
も
に
汗
を
か
き
知

恵
を
出
す
提
案
で
し
た
。

議
会
の
機
運
が
高
ま
れ
ば

再
提
案
も
あ
り
得
ま
す
。

石
部
駅
の
改
修
、改
築
に

つ
い
て

問

　現
状
の
場
所
で
？
い

つ
か
ら
着
工
？
利
用
者
お

よ
び
住
民
の
意
見
を
取
り

入
れ
て
も
ら
え
る
の
で
す

か
。

答

　Ｊ
Ｒ
西
日
本
と
協
議

の
結
果
、
場
所
に
つ
い
て

は
手
原
か
ら
甲
西
駅
間
の

方
に
は
工
夫
を
重
ね
て
ま

い
り
ま
す
。

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
・
プ
ラ

ス
事
業

問

　平
成
26
年
度
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
ブ
ッ
ク
ス

タ
ー
ト
で
芽
生
え
た
読
書

の
き
っ
か
け
づ
く
り
を
進

め
広
げ
る
と
と
も
に
、
成

長
段
階
に
ふ
さ
わ
し
い
絵

本
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
・
プ
ラ

ス
事
業
の
導
入
に
つ
い
て
。

答

　ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事

業
の
一
連
と
し
て
、
10
カ

月
児
健
診
に
お
い
て
も
、

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
の

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
子
ど

も
の
成
長
に
応
じ
た
絵
本

に
触
れ
る
機
会
と
し
て
い

ま
す
。
図
書
館
で
は
、
幼

児
向
け
の
お
話
会
な
ど
の

実
施
も
し
て
お
り
、
４
カ

月
検
診
か
ら
継
続
的
に
子

ど
も
た
ち
が
絵
本
に
触
れ
、

保
護
者
の
方
々
に
も
関
心

を
持
っ
て
頂
け
る
よ
う
事

業
展
開
を
し
て
い
ま
す
の

で
、
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
・

プ
ラ
ス
事
業
と
し
て
促
え

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

位
置
関
係
上
、
変
更
は
難

し
い
。
平
成
30
年
３
月
か

ら
５
月
頃
に
は
青
写
真
を

公
開
し
、
住
民
の
皆
様
お

よ
び
利
用
者
の
か
た
が
た

の
意
見
が
反
映
で
き
る
様
、

周
辺
と
の
協
議
も
含
め
検

討
し
ま
す
。

庁
舎
建
て
替
え
案
に
つ
い

て問

　住
民
に
対
し
も
っ
と

丁
寧
な
説
明
が
必
要
で
は

な
い
か
。
な
ぜ
一
極
集
中

型
な
の
か
。
そ
の
場
合
、

西
庁
舎
周
辺
の
整
備
は
。

答

　東
庁
舎
の
耐
震
基
準

不
足
お
よ
び
老
朽
化
の
た

め
に
、
建
て
替
え
を
検
討
。

地
震
な
ど
に
お
け
る
防
災

上
の
観
点
か
ら
も
集
約
化

を
検
討
。
現
在
、
湖
南
市

庁
舎
整
備
計
画
検
討
委
員

会
で
審
議
中
で
す
。
西
庁

舎
周
辺
施
設
に
つ
い
て
は
、

市
民
の
皆
様
と
共
に
議
論

し
、
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

乳がんセルフチェックシートの
� 導入を！

住民主体のまちづくりを
� 目指すために！

湖南市公明党議員団●細川　ゆかり 議員

無会派●大島　正秀 議員

一般質問

お風呂場に貼って使用
する

湖南市議会だより17



様々な工夫が必要な交差点

安
全
・
安
心
は
日
々
の
改

善
か
ら

問

　市
内
に
は
、
旧
東
海

道
を
は
じ
め
と
す
る
古
く

か
ら
の
地
域
生
活
に
は
欠

く
こ
と
の
で
き
な
い
生
活

道
路
が
あ
り
、
通
勤
・
通

学
、
日
常
生
活
に
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
交
差

点
は
、
見
通
し
が
悪
く
、

狭
い
、
曲
が
り
に
く
い
な

ど
の
状
況
と
な
っ
て
お
り
、

特
に
朝
夕
の
通
勤
・
通
学

の
時
間
帯
は
、
車
・
自
転

車
・
歩
行
者
が
入
り
乱
れ
、

大
変
な
様
相
を
呈
し
て
い

ま
す
。
湖
南
市
を
発
信
し

て
い
く
う
え
で
も
、
旧
街

道
な
ど
は
、
ア
ピ
ー
ル
ポ

イ
ン
ト
で
す
。
バ
イ
パ
ス

道
路
な
ど
も
整
備
さ
れ
て

き
ま
し
た
が
、
そ
の
道
路

に
向
か
う
為
に
も
そ
の
交

差
点
な
ど
を
通
過
せ
ざ
る

を
得
な
い
現
状
は
変
わ
り

ま
せ
ん
。

　
管
理
者
と
し
て
、
危
険

実
態
を
把
握
し
て
い
る
か
。

交
差
点
道
路
の「
隅
切
り
」

（
直
角
部
分
を
三
角
形
に

歩
道
の
安
全
と
整
備
を
！

問

　幹
線
道
路
の
街
路
樹

の
成
長
に
よ
る
歩
道
の
段

差
、
40
年
以
上
経
過
し
た

市
街
地
の
歩
道
舗
装
の
表

面
亀
裂
や
欠
損
・
沈
下
に

よ
る
段
差
が
発
生
し
、
通

行
の
安
全
確
保
が
不
足
の

状
況
で
す
。
整
備
な
ど
の

考
え
は
。

答

　歩
道
の
経
年
変
化
や

段
差
、
床
ブ
ロ
ッ
ク
の
剥

が
れ
な
ど
の
発
生
は
、
確

認
し
て
い
ま
す
。
本
市
舗

装
修
繕
計
画
と
併
せ
、
歩

道
修
繕
と
連
動
し
た
優
先

度
を
考
慮
し
、
順
次
整
備

を
進
め
ま
す
。

景
観
へ
の
先
行
投
資
！

問

　枯
れ
木
な
ど
で
不
ぞ

ろ
い
の
街
路
樹
・
植
栽
帯

を
景
観
美
化
の
た
め
低
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
の
樹
木
へ
植

え
替
え
整
備
す
る
な
ど
の

考
え
は
。

問

　年
一
回
程
度
、
せ
ん

切
り
、
見
通
し
の
確
保
や

曲
が
り
や
す
く
、
ま
た
横

断
者
の
待
機
場
所
と
す
る
）

電
柱
な
ど
の「
障
害
物
の

移
設
」な
ど
改
良
計
画
は

あ
る
の
か
。

答

　石
部
小
学
校
区
に
２

ヵ
所
・
三
雲
小
学
校
区
に

５
ヵ
所
把
握
し
て
お
り
、

湖
南
市
通
学
路
交
通
安
全

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
、
通

学
路
の
危
険
箇
所
改
善
に

向
け
て
進
め
て
お
り
ま
す
。

危
険
な
交
差
点
に
つ
き
ま

し
て
は
、
地
権
者
や
地
元

の
協
力
が
得
ら
れ
る
と
こ

ろ
か
ら
、
見
通
し
の
確
保

に
向
け
た
取
り
組
み
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

定
・
施
肥
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。
低
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
の
樹
木
で
の
整
備
と
環

境
づ
く
り
が
必
要
と
認
識

し
て
い
ま
す
が
、
樹
木
・

植
栽
帯
の
改
善
に
も
費
用

が
伴
う
た
め
、
す
ぐ
に
は

難
し
い
現
状
で
す
。

湖
南
市
版
美
知
メ
セ
ナ
！

問

　地
域
企
業
の
社
会
貢

献
と
し
て
、
街
路
樹
な
ど

の
せ
ん
定
、
草
刈
な
ど
の

湖
南
市
版
美
知
メ
セ
ナ
制

度
導
入
の
考
え
は
。

答

　地
元
地
域
へ
除
草
、

除
雪
剤
散
布
な
ど
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。
あ
く
ま

で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業
と

い
う
位
置
づ
け
か
ら
も
安

全
を
確
保
し
た
上
で
可
能

な
限
り
お
願
い
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
市
と
地
域
が

連
携
し
て
地
域
、
街
づ
く

り
の
維
持
に
努
め
ま
す
。

生活・通学道路市道交差点の
� 早期改善を！

街路樹と植栽帯の景観美化と
� 歩道安全整備！

無所属の会　市民の力●奥村　幹郎 議員

無会派●大⻆　道雄 議員

一般質問

不ぞろい街路樹解消

歩道段差解消
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［ここぴあ交差点付近］

問

　交
通
安
全
対
策
に
つ

い
て
、
国
道
一
号
の
渋
滞

緩
和
対
策
の
取
り
組
み
状

況
と
今
後
の
見
通
し
は
。

答

　市
内
国
道
一
号
の
慢

性
的
な
渋
滞
に
加
え
、
生

活
道
路
へ
の
進
入
車
両
の

増
加
に
つ
い
て
は
十
分
認

識
し
て
い
ま
す
。
早
期
の

４
車
線
化
実
現
の
た
め
、

国
関
係
機
関
に
市
と
し
て

根
気
強
く
要
望
を
行
っ
て

い
ま
す
。「
こ
こ
ぴ
あ
」
交

差
点
か
ら「
市
道
岩
根
東

口
花
園
線
」
ま
で
の「
市
道

宮
の
裏
線
」
は
整
備
が
必

要
な
路
線
と
位
置
づ
け
、

今
後
検
討
を
し
て
い
き
ま

す
。

問
　
老
朽
化
が
進
む「
甲

西
中
央
橋
」の
今
後
の
改

修
計
画
は
。

答

　老
朽
化
が
進
ん
で
お

り
、
早
期
に
架
け
替
え
な

ど
が
必
要
と
考
え
て
い
ま

す
。
着
手
に
向
け
、
国
・

県
に
支
援
要
望
し
て
い
き

ま
す
。
当
面
の
安
全
対
策

と
し
て
、
路
面
補
修
・
外

側
線
な
ど
塗
り
直
し
補
修

を
し
ま
し
た
。

問
　
今
後
の
ス
ポ
ー
ツ
振

興
の
充
実
に
向
け
て
、
市

の
基
本
理
念
は
。

答

　ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て

市
民
の
健
康
保
持
増
進
・

地
域
の
つ
な
が
り
や
豊
か

な
未
来
創
り
を
め
ざ
し
ま

す
。
健
康
寿
命
を
延
ば
す

た
め
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
参

画
率
向
上
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

問
　
ス
ポ
―
ツ
の
現
状
は
。

答

　関
係
団
体
へ
補
助
金

交
付
し
、
支
援
し
て
い
ま

す
。
市
体
育
協
会
で
今

年
度
新
た
に「
ス
ポ
ー
ツ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開

催
し
て
頂
き
ま
し
た
。

問
　
市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

改
修
計
画
の
予
定
は
。

答

　ス
タ
ン
ド
の
老
朽
化

な
ど
に
つ
い
て
、
教
育
施

設
管
理
計
画
に
よ
り
検
討

を
進
め
ま
す
。

国道の渋滞緩和
� ４車線化早期着手に向けて

無所属の会　市民の力●堀田　繁樹 議員

一般質問

第
２
回
臨
時
会
12
月
26
日

５
件
の
議
案
が
提
案
さ

れ
、
中
で
も
平
成
31
年
4

月
か
ら
の
独
立
行
政
法
人

へ
の
移
行
に
つ
い
て
は
、

12
月
25
日
に
県
の
許
可
を

得
た
の
で
中
期
計
画
を
策

定
し
て
い
く
。
29
年
度
上

半
期
は
7
8
5
4
万
円
の

黒
字
で
、
さ
ら
に
収
支
改

善
を
目
指
し
て
い
く
。
と

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

独
法
化
に
関
連
す
る

・
地
方
独
立
行
政
法
人
公

立
甲
賀
病
院
定
款
の
制

定
に
つ
い
て

・
地
方
独
立
行
政
法
人
公

立
甲
賀
病
院
評
価
委
員

会
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
の
２
議
案
に
つ
い
て
の
主

な
質
疑
内
容
は
、
独
立
法

人
化
で
課
題
が
解
決
す
る

の
か
。
職
員
や
市
民
へ
の

情
報
提
供
と
周
知
方
法
、

ま
た
不
採
算
の
診
療
科
目

が
切
り
捨
て
ら
れ
な
い
か

と
の
危
惧
、
病
院
組
合
議

会
と
の
関
係
な
ど
。
対
し

て
答
弁
は
、
独
法
化
で
職

員
の
任
用
基
準
が
緩
和
さ

れ
優
秀
な
人
材
が
集
め
ら

れ
る
。
予
算
執
行
が
弾
力

的
に
な
り
、
地
域
の
中
核

病
院
と
し
て
よ
り
よ
い
医

療
を
提
供
す
る
た
め
の
移

行
で
あ
る
。
職
員
へ
は
説

明
会
を
7
回
開
催
。
中
期

目
標
は
議
会
で
議
決
さ
れ

る
。定
款
等
は
、先
進
事
例

を
参
考
に
し
た
。
な
ど
で

し
た
。

湖
南
市
と
甲
賀
市
の
二

つ
の
地
方
公
共
団
体
が
甲

賀
広
域
行
政
組
合
を
結
成

し
、
消
防
に
関
す
る
こ
と

や
可
燃
ご
み
な
ど
を
共
同

で
処
理
し
て
い
ま
す
。
そ

の
組
合
議
会
は
湖
南
市
・

甲
賀
市
議
会
議
員
の
中
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
５
人
ず
つ
を

選
出
し
、
10
人
で
構
成
し

て
い
ま
す
。
管
理
者
か
ら

提
案
さ
れ
る
条
例
や
予
算

案
を
審
議
、
議
決
し
ま
す
。

湖
南
市
か
ら
の
選
出
議
員

は
、
松
井
圭
子
、
加
藤
貞

一
郎
、
菅
沼
利
紀
、
堀
田

繁
樹
、
松
原
栄
樹
の
各
議

員
で
す
。

平
成
29
年
度
第
４
回
臨
時

議
会（
11
月
24
日
）

議
長
、
副
議
長
の
選
出

申
し
合
わ
せ
に
よ
り
、
議

長
は
甲
賀
市
、
副
議
長
は

湖
南
市
か
ら
選
出
。
松
原

栄
樹
議
員
が
副
議
長
に
就

任
。

平
成
29
年
度
第
５
回
臨
時

議
会（
12
月
26
日
）

議
案
第
16
号
、
職
員
の

給
与
条
例
改
正
つ
い
て

（
人
事
院
勧
告
に
基
づ
く

給
与
改
定
等
を
行
う
た
め
）

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
17
号
、
職
員
の

育
児
休
業
等
条
例
改
正
に

つ
い
て（
児
童
福
祉
法
及

び
雇
用
保
険
法
等
の
法
律

改
正
に
よ
る
条
例
改
正
）

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
18
号
、
一
般
会

計
補
正
予
算
、
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ

１
４
２
７
万
円
を
減
額
す

る
。（
人
件
費
及
び
起
債

事
業
の
額
確
定
に
伴
う
地

方
債
の
補
正
措
置
を
必
要

と
す
る
た
め
）

全
員
賛
成
で
可
決

植中みやこ 公立甲賀病院組合議会松原栄樹 甲賀広域行政組合議会

賛
成
多
数
で
可
決
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左から松原栄樹議長、小林義典委員、松井圭子委員長、
赤祖父裕美委員、堀田繁樹副委員長、細川ゆかり委員

〈議会広報委員会〉

厚
生
労
働
省
は
最
新
の
都
道
府
県

別
の
平
均
寿
命
を
公
表
し
ま
し
た
。

男
性
の
第
１
位
は
滋
賀
県
で
、
女
性

も
４
位
と
上
位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
て

い
ま
す
が
、問
題
は
、健
康
寿
命
で
す
。

滋
賀
の
男
性
の
健
康
寿
命
は
第
31

位
、
女
性
は
39
位
。
平
均
寿
命
と
健

康
寿
命
の
差
は
男
性
が
約
11
年
、
女

性
は
約
14
年
と
大
き
な
開
き
が
あ
り
、

開
き
を
埋
め
る
施
策
が
必
至
で
す
。

市
内
で
、
百
歳
体
操
で
約
８
０
０
名
、

こ
な
ん
ボ
イ
ス
で
約
１
３
０
名
の
方

が
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
更

に
広
が
り
ワ
イ
ワ
イ
と
み
ん
な
が
楽

し
く
集
え
、
自
ら
健
康
の
た
め
に
出

来
る
活
動
を
す
る
事
が
何
よ
り
で
す
。

議
会
も
新
体
制
で
ス
タ
ー
ト
。
よ

り
身
近
な
情
報
媒
体
と
な
る
よ
う
議

会
広
報
委
員
一
同
で
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。

�

議
会
広
報
委
員
長
　
松
井
け
い
子

編
集
後
記

開会 2月26日（月） 閉会 3月22日（木）
平成30年３月議会定例会の仮日程をお知らせします

本会議は一般に公開され、どなたでも傍聴できます。市民の

代表である市議会議員の活動や市政の方針などを、直接議場に

てお確かめください。

◇傍聴席では…
議場は、市政全般にわたる重要な事項を決定する場です。係

員（議会事務局職員）の指示に従って、静粛に傍聴することに

なっています。

◇傍聴の申し込みは…
会議が開かれる当日に来ていただき、「議会傍聴受付書」に

住所・氏名を記入してください。座席数に限りがありますので、

団体での傍聴は、前もって議事課へご連絡ください。

※ 事情により日程が変更になることがあります。詳しくは、2月下旬に議事
課☎0748-71-2347へお問い合わせください。

＜仮日程＞

  2月26日（月）■本会議

  3月  2日（金）■本会議

  3月  5日（月）■本会議

  3月  6日（火）■本会議

  3月  7日（水）■本会議　●委員会

  3月  8日（木）●委員会

  3月  9日（金）●委員会

  3月12日（月）●委員会

  3月13日（火）●委員会

  3月14日（水）●委員会

  3月15日（木）●委員会

  3月22日（木）■本会議

議会だよりをスマホでチェック
「湖南市議会だより」をより多くの人に見ていた
だくために、スマートフォン向けアプリ「マチイ
ロ」に掲載しています。アプリをダウンロードす
れば、いつでもどこでも見ることができます。

本会議のインターネット中継を行っています
※過去の本会議や一般質問の動画もご確認いただけます。

湖南市議会

【10月】

【11月】

【12月】

  4日―議会広報委員会
11日―議会広報委員会
  1日―議会だより52号発行
13日―本会議［臨時会］
    　　議会運営委員会
    　　議員全員協議会
    　　総務常任委員会
    　　福祉教育常任委員会
    　　産業経済常任委員会
    　　予算常任委員会
    　　決算常任委員会
    　　議会改革推進特別委員会
    　　庁舎整備特別委員会
22日―議員全員協議会
27日―議会運営委員会
    　　議会広報委員会
28日―産業経済常任委員会協議会
29日―議員全員協議会
    　　本会議［定例会（1日目）］
  6日―本会議［定例会（2日目）］
    　　庁舎整備特別委員会
  7日―本会議［定例会（3日目）］
    　　議会運営委員会
    　　議員全員協議会
    　　予算常任委員会協議会
    　　会派代表者会議
  8日―本会議［定例会（４日目）］
    　　予算常任委員会
11日―総務常任委員会
    　　福祉教育常任委員会
    　　産業経済常任委員会
13日―議会改革推進特別委員会
19日―本会議［定例会（５日目）］
    　　議会運営委員会
    　　議員全員協議会
21日―議会広報委員会

会 誌議 日
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